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本プロジェクトでは、テキスト入力ならびに編集時におけるユーザの入力体

験をより向上させる、新しい入力システム（以降 IME）を開発する。 

本プロジェクトでは、キーボードから入力されたキー入力情報に加えて、よ

り多くのユーザの情報をシステムが能動的に獲得・計算を行うことにより、変

換結果としてユーザが本当に必要としている語句をサジェストできるようにす

る IME の開発を行う。 

本プロジェクトでは、前述した機能を持つ IME を実現するために、以下の実
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装を行う。 

(1) 各端末に対して辞書のアップデートを行うサーバとデータベースの構築 

(2) 携帯端末向け OS 上で動作する IME アプリケーションの実装 

また、以下の機能をシステムの要件として定義する。 

(1) 入力先のアプリケーションに応じた変換候補の提示 

(2) 時刻や位置情報に応じた変換候補の提示 

(3) 入力スピードに応じた変換候補の提示 

(4) 以上の要件をすべて複合的に評価した変換候補の提示 

 

 

 

日本語入力システムは、辞書や学習という PC 上での単体実装視点から、モバ

イルやクラウドの時代を迎えて、新たなチャレンジに直面している。加えて、

ユーザはコミュニケーションチャネルを様々な方向に拡大させており、ビジネ

スからプライベートまで様々な文脈でモバイルデバイスから情報を発信してい

る。 

本提案は、モバイルデバイスにおいてコンテクストに応じた変換候補を提示

する入力システムの開発であり、前述のような課題をスマートに解決する大き

な可能性を秘めている。 

クリエータのこれまでの開発実績からも本システムの実現性は高く、また「な

にも入力しなくても、適切な文章が選択できる」ような究極の形まで考えてい

ることは、まさに未踏クリエータとして採択するにふさわしい。ぜひこれまで

にない入力システムを開発してほしい。 

 

 

 

本プロジェクトでは、スマートフォンの持つセンサー等のコンテクストデー

タを検索クエリにした入力候補の推薦を行うことで、キーボードに触らずとも、

ユーザの考えている単語をサジェストすることが出来る、既存の日本語入力シ

ステムより、入力に要する時間とタッチ数を削減できる IME の開発を目的とし

た。 

 

 

 

Android OS 用日本語入力システム Rive を開発した。Rive の対応 OS は

Android Ver3.0 以上で、機能として仮想キーボード、かな漢字変換エンジン、
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コンテクストによる推薦機能が提供される。 

Android の IME はイベントとして、起動時、キータッチ時、候補選択／入力

確定時、終了時という四つのイベントのサイクルで実現される（図 1）。Rive

ではこの内、候補選択／入力確定時において、常にその時点でのコンテクスト

データを取得し、入力が確定した単語とのセットにして、クラウド上に送信し、

集計を行っている。同時に、起動時、キータッチ時、候補選択/入力確定時のそ

れぞれに、クラウドに対してその時点でのコンテクストデータを送信し、高速

分類器が示す最も適切な単語をリクエストする。これによって、現在のコンテ

クストにおける、似たコンテクストに位置したユーザの入力履歴データをサジ

ェストすることが出来る。 

例えば、一度も行ったことのない駅に降りた時でも、その駅を日常的に使用

しているユーザの履歴から、その時間帯でその駅における頻出語を推薦したり、

同じ店の中にいる他のユーザの入力を取得することで、場をとりまくホットワ

ードを推薦したりすることが可能である。 

入力に使用できるユーザインタフェースは QWERTY キーボード（図 2）とフ

リック入力（図 3）の 2 種類を開発し、適時ユーザが選択できるようにした。 

 

図 1 Android OS における IME のライフサイクル 

 



 

 

 

図 2 QWERTY 

 

図 3 フリック 

 

 単語推薦エンジン 

単語を推薦するためのエンジンを 2 種類実装した。一つは予め定められた

ルールに基づき単語を推薦するエンジン、もう一方はオンライン上でコンテ

クストの計算を行い、単語を推薦するエンジンである。本エンジンは、

Node.js を基本的なサーバアプリケーションとして、Jubatus や MongoDB

と連携する構成になっている（図 4）。 



 

 

 

図 4 サーバ構成図 

 

 指標値計測システム 

指標値（Key Performance Indicator）を集計し、アプリケーションのバ

ージョン毎に表示させるビューワアプリケーションを実装した（図 5）。本

システムは MongoDB と Github とを連携させることで実装している。 

 

図 5 計測システムプレビュー 

 

 

 

本プロジェクトは、ユーザコンテクストに応じて最適な入力候補を提示する

IME の開発である。ユーザの入力に要する時間やタッチ数を大幅に削減、つま

り究極的には、候補を選択するだけで必要な文章が入力できるシステムを目指

している。その明確で分かりやすい大きなビジョンは、未踏として高く評価す

べきであると考える。 

限られた未踏期間中にその大きなビジョンを完全に実現することは困難では

あるものの、IME の基本機能から、コンテクストに応じた推薦エンジン、Twitter
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連携、学習エンジンの実装と、主要機能の開発を完了している。特筆すべきは、

本 IME が KPI 計測システムをも実装していることである。機能が期待通りに利

用されているか、KPI に反映されているのかを判断することができ、Data を元

に更なる成長へとつなげられる IME になっている。またクリエータ、コクリエ

ータともに、高い開発能力を有しており、モダンなツールを活用し、Agile かつ

効率的な開発を実践していたことも高く評価したい。 

 

 

 

システム的にはデザイン面のアップグレード、スケーラビリティを確保する

ための運用環境の整備、指標の追加・計測が必要である。それらに加えて、Google 

Play Store でのリリース、iOS や FireFox OS 等、各種 OS 向けの実装が望まれ

る。さらには、本プロジェクトで実現したコンテクスト単語辞書の学習モデル

は、言語を問わず実現可能なものであるため、英語向けの入力システムの実装

も考えられる。 

また、実用的なサービスとしてできるだけ多くの人に利用してもらうために、

ユーザ入力データの学習エンジンへの収集部分をユーザが制限する、もしくは

データの秘匿性を高めるまたはユーザとの関連づけを秘匿するサーバ側機能と

いったことも今後検討する必要がある。 
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